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県高校総体も終わり、３年生は一部を除いては引退し、自分の進路を決定していく

時期となってきました。これまで運動部で汗を流して一生懸命がんばってきたと思い

ます。お疲れ様でした。 

６月９日（木）からは就職補習も開始されました。６月１８日（土）は一般常識テ

スト、７月２日（土）はＳＰＩ基礎力テストが実施されます。就職希望の生徒は、す

でに就職試験に向けての準備が始まっていることを早く意識してください。進学希望

者も同じようなことがいえると思います。 

６月３０日（木）からは期末考査が始まります。しっかり勉強して、返されたテス

トの点数を見て後悔することのないように、ベストを尽くしましょう。特に３年生に

とっては、中間考査と今回の期末考査が、今後の進学や就職の決定に大きく影響して

きます。この考査で３年生の仮評定が出されるのです。「今までこんなに勉強したこと

ない」というぐらいやってみてください。きっといい結果が生まれると思います。そ

の後も、合格目指して地道に努力を続けましょう。努力の結果はすぐには現れません。

数ヶ月後にじわりじわりと現れてくるのです。｢いい結果がでない｣と諦めず、目標に

向かって一歩一歩進んでください。 

期末考査に向けて、今一度自分を振り返る意味で、 
以下の点を、自分自身に問いかけてもらいたい。 

 

≪本気で希望進路を実現したいか≫ 
 自分の背丈を越えた目標を持ってこそ、励みにもなり、やる気も起こるものです。 

≪授業に対する取り組みはどうか≫ 
 日々の授業を大切にし、学習内容を十分消化した上で、家庭学習で補強しよう。 

≪独りよがりになっていないか≫ 
 物心両面での家族の支援があればこそ君たちの進路は実現できるものと考えよう。 

進路について考えるためのヒント 
 職業や上級学校で学びたい学問の研究について、「これから考えたい」と先送りにし

ている人が全国では約２割いるようです。明確な目標があると、日々の勉強への取り組

み方も変わってくるはずです。進路についてまだ具体的に考えられていない人は、積極

的に進路研究を行っていこう。 

 ● 考えてみよう！ 

  □自分の興味・関心のあることは何ですか？  

  □どの教科・科目が好きですか？ 

  □上級学校でどんな学問を学んでみたいですか？  

  □将来どんな仕事に就きたいですか？ 

  □新聞などを読んでいて、興味を持つ記事はどんな分野ですか？ 

 ● 調べてみよう！ 

  □進路室の資料、図書館、インターネットなどで調べてみよう。 

□興味・関心のある学問や職業に携わっている人に詳しいことを尋ねてみよう。 

 

６月の行事予定 
  ６月 ９日（木）    就職補習開始               （３年） 

    １１日（土）  土曜自学会開始              （３年希望者） 

１５日（水）  ＬＨＲ「スタディーサポートの見直し」   （１年） 

               「職場実習事前指導①」       （２年） 

               「自己ＰＲ・志望理由書」      （３年） 

    １８日（土）    実力診断テスト（３年希望者）、就職模試  （３年）                  

            土曜自学会（３年） 

      ２２日（水）  ＬＨＲ「学年・学級独自」         （１年） 

               「職場実習事前指導②」       （２年） 

               「面接試験のポイント」       （３年） 

２５日（土）  公務員模試                （３年） 

２９日（水）  ＬＨＲ「選択科目説明会」         （１年） 

               「職場実習事前指導③」       （２年） 

               「期末考査に向けて」        （３年） 

         第１学年保護者対象進路説明会      （１年） 

    ３０日（木）   期末考査 ～７月５日           （全学年） 
 

 １年生の保護者のみなさまへ 

 ６月２９日（水）の１８：００より島原文化会館（中ホール）で

１年生の保護者対象進路説明会を予定しております。 今回は、本校

の進路状況や２年生からの科目選択の説明、進学マネー講座を予定

しております。１年生だから先のことではなく、早めに進路を考え

てほしいと思いこの説明会を開催いたします。案内状を後日送付い

たしますので、みなさまのご参加をよろしくお願いします。 

  


